
河川定期横断測量 直接水準（平地）の計算方法 

 

神奈川県県土整備局の積算システムにおける、河川定期横断測量 直接水準

（平地）は、設計業務等標準積算基準書 第２章 河川測量 ５－１河川測量 

５－１－６河川定期横断測量 直接水準（平地）P1-2-29 及び５－２－３ 計

算例 P1-2-34 の標準歩掛等及び計算例から積算しています。 

 

○ 設計業務等標準積算基準書 P1-2-29 

 

○ 設計業務等標準積算基準書 P1-2-34 

上記計算例では、（450ｍ／400ｍ）＝（1.13）と記載してあるとおり、

平均測量幅（実作業量）を 400ｍで割り返した値は小数第２位の端数処理が

されています（端数処理しないと 1.125 となる）。 

  この時の端数処理の取り扱いは、参考資料（計画・調査編）参 1-1-1 ２－

２端数処理等の方法 （３）補正係数及び変化率 に準拠しており、小数第

２位（小数第３位四捨五入）の端数処理を行っています。 



  

【計算例】 

 平均測量幅 111ｍの場合（Ｎ＝10 本に固定）では、次の計算により技術者数

量を算出しています。 
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 ＝ 0.2775α ≒ 0.28α （小数第３位四捨五入） 

 技術者数量の算出例（作業工程：観測 の場合）10 本当たり 

・ 測量技師  α＝4.0  0.28×4.0＝1.120 人 

・ 測量技師補 α＝6.5  0.28×6.5＝1.820 人 

・ 測量助手  α＝5.0  0.28×5.0＝1.400 人 

・ 測量補助員 α＝4.8  0.28×4.8＝1.344 人 

 

※αは架空の数値です。 

※※積算システムの一位単価表では、Ｎ＝10 で計算した後、合計金額を 10 で

割り返して 1本当たりの単価としています。 

 

 なお、平均測量幅が 450ｍ～800ｍの場合は、450ｍと同様の歩掛であるので、

上記と同様の計算により 1.13α（固定値）として技術者数量を算出しています。 

 

ここで、 

 Ｎ：作業量（本数）＝10 本 

 α：測量幅 400ｍの標準歩掛 

 Ｗ：平均測量幅（実数）＝111ｍ 


